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医療法人敬仁会大友病院（大友仁院長）は、気
仙沼市役所からＪＲ気仙沼駅に向かい３００ｍ程の
ところにある。東日本大震災の津波は２００ｍ近くま
で押し寄せたものの、幸い何とか冠水を免れた。
昭和２１年に前院長が開設した大友病院が前身で、
平成２年７月に現法人として開設。診療科目は内
科とリハビリテーション（以下リハ）科を標榜。
現在一般病棟７８床。リハビリ棟は、平成１６年に改
築されている。
リハ科は理学療法士２人、看護師４人、マッサー

ジ師１人の計７人で構成しており、病床７８床のう
ち約半数の患者にリハを提供している。施設基準
としては脳血管疾患等（Ⅲ）、運動器疾患（Ⅱ）の
リハ基準を取得。前述のように多職種でのリハ科
構成となっており、各々の患者担当制ではなく、
２グループに理学療法士が分かれ各グループ日替
わりでの患者治療となっている。その際、理学療
法士を中心に他職種間での治療方針・目標の共有
に心がけている。
また、入院患者の多くは自宅又は施設へと退院

することが多いため、在宅や他施設との連携が重
要になっている。現在、院内でのチームアプロー
チはもとより、外部との情報交換の場も設けて円
滑な退院が出来るよう職員一同で取り組んでいる。
さらに、昨年度からは市内の歯科医師・歯科衛

生士の協力を得て理学療法士による口腔ケア、摂
食・嚥下訓練にも取り組んでおり、今年５月には
院内での摂食・嚥下委員会の立ち上げが実現した。
患者を中心としたチームアプローチの提供と各職
種がお互いに歩み寄りながら円滑な退院を迎え、
患者と家族のその後の生活に笑顔が溢れるような
温かい対応ができるよう一丸となっている。
今後の展望としては、全スタッフが患者に対し
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ての個別評価を的確に行い、患者の病態のみなら
ず、背景にも目を向け、患者個別の治療・ケア・
指導ができるよう知識・技術向上に励もうと考え
ている。
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平成１６年にリハ施設を増改築し従来の施設より
広く明るくなりました。２人の理学療法士を中心
に摂食嚥下障害者へのアプローチや退院後を見据
えた患者一人ひとりの評価とリハプログラムの作
成等に積極的に取り組んでいます。一方、震災後よ
り市内の歯科グループや他地域からの医療支援隊
の協力を得て、より良いリハを提供するために奮
闘中です。また、当地域のリハ施設間の連携も今後
の発展のために大変重要であると認識し、その流
れを作るべくスタッフが準備中です。
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医療支援隊の協力を得て奮闘

写真=２階まで吹き抜けで２階部分は回廊となっている。


















